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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第27期
第２四半期
累計期間

第28期
第２四半期
累計期間

第27期
第２四半期
会計期間

第28期
第２四半期
会計期間

第27期

会計期間

自平成20年
９月１日
至平成21年
２月28日

自平成21年
９月１日
至平成22年
２月28日

自平成20年
12月１日
至平成21年
２月28日

自平成21年
12月１日
至平成22年
２月28日

自平成20年
９月１日
至平成21年
８月31日

売上高（千円） 4,258,8163,752,3611,968,3731,861,3577,895,082

経常利益（千円） 136,989 107,553 35,548 49,068 118,166

四半期（当期）純利益（千円） 75,035 51,060 17,338 20,059 57,025

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － － － －

資本金（千円） － － 409,796 409,796 409,796

発行済株式総数（株） － － 9,154,4429,154,4429,154,442

純資産額（千円） － － 2,284,0012,261,6412,276,383

総資産額（千円） － － 4,722,4754,647,3004,735,699

１株当たり純資産額（円） － － 282.35    280.82 281.41

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
9.20 6.32 2.14 2.48 7.02

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

１株当たり配当額（円） － － － － 7

自己資本比率（％） － － 48.4 48.7 48.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△137,022 54,144 － － 30,436

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
65,023 77,683 － － △45,327

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
25,288 △89,259 － － 23,186

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 269,410 366,290 324,072

従業員数（人） － － 376 357 366

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税及び地方消費税（以下、消費税等という）は含んでおりません。

　　　　３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

　　　　４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりま

せん。
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２【事業の内容】

当第２四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

３【関係会社の状況】

該当事項はありません。

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成22年２月28日現在

従業員数（人） 　 357

　（注）　従業員数は就業人員（社外から当社への出向者を含む。）であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

品目
当第２四半期会計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年２月28日）

前年同四半期比（％）

製品         

自社企画         

ポスター類（千円） 68,596 89.9

のぼり、幕類（千円） 39,852 77.8

ポリエチレン類、その他のプラスチック製品

（千円）
185,371 67.0

その他（千円） 34,736 96.8

自社企画製品計（千円） 328,556 74.7

別注         

ポスター類（千円） 331,791 131.5

のぼり、幕類（千円） 179,829 86.5

ポリエチレン類、その他のプラスチック製品

（千円）
255,533 102.6

その他（千円） 210,480 87.4

別注製品計（千円） 977,634 102.9

合計（千円） 1,306,191 94.0

　（注）　上記の金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

(2）商品仕入実績

品目
当第２四半期会計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年２月28日）

前年同四半期比（％）

包装紙、紙袋類（千円） 42,943 101.2

のぼり、幕類（千円） 19,466 99.5

造花、スチロールボード類（千円） 199,263 68.1

その他（千円） 91,257 105.8

合計（千円） 352,930 80.1

　（注）　上記の金額は仕入価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

(3）受注状況

　自社企画製品につきましては見込み生産のため、該当事項はありません。

　別注製品につきましては、受注から売上計上までが短期間であり、販売実績とほぼ一致すること及び受注残高も寡

少であることにより記載しておりません。
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(4）販売実績

１）品目別売上高

品目
当第２四半期会計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年２月28日）

前年同四半期比（％）

製品         

自社企画         

ポスター類（千円） 98,827 96.9

のぼり、幕類（千円） 46,132 84.8

ポリエチレン類、その他のプラスチック製品

（千円）
184,964 89.1

その他（千円） 34,143 96.7

自社企画製品計（千円） 364,067 91.2

別注         

ポスター類（千円） 334,690 128.4

のぼり、幕類（千円） 196,233 89.3

ポリエチレン類、その他のプラスチック製品

（千円）
251,196 96.1

その他（千円） 216,171 85.7

別注製品計（千円） 998,291 100.5

製品計（千円） 1,362,359 97.8

商品         

包装紙、紙袋類（千円） 54,156 122.7

のぼり、幕類（千円） 25,752 99.3

造花、スチロールボード類（千円） 297,556 72.8

その他（千円） 121,532 126.2

商品計（千円） 498,998 86.7

合計（千円） 1,861,357 94.6

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２）地域別売上高

地域
当第２四半期会計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年２月28日）

前年同四半期比（％）

北海道・東北地区（千円） 123,200 88.4

関東地区（千円） 889,335 103.8

甲信越・北陸地区（千円） 91,250 121.5

東海地区（千円） 205,011 63.0

近畿地区（千円） 256,167 93.6

中国・四国地区（千円） 169,460 102.6

九州・沖縄地区（千円） 126,931 96.0

合計（千円） 1,861,357 94.6

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．上記の区分は、当社販売先の住所によっております。

３）業種別売上高

業種
当第２四半期会計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年２月28日）

前年同四半期比（％）

製造業（千円） 271,566 92.8

卸売業（千円） 229,890 110.1

小売業（千円） 783,238 90.0

飲食業（千円） 22,877 82.9

サービス業（千円） 494,365 97.3

その他（千円） 59,418 97.2

合計（千円） 1,861,357 94.6

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

４）主要販売先別売上状況

　主要顧客（総販売実績に対する割合が10％以上）に該当するものはありません。

２【事業等のリスク】

 当第２四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。　
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

(1）財政状態

  当第２四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末に比べ88百万円減少し4,647百万円となりました。

　流動資産は、現金及び預金が35百万円減少したこと、受取手形及び売掛金が26百万円減少したこと、商品及び製品

が42百万円増加したこと等により、前事業年度末比61百万円減少の2,812百万円となりました。

　固定資産は、投資その他の資産が22百万円減少したこと等により、前事業年度末比26百万円減少の1,834百万円と

なりました。 　

　流動負債は、支払手形及び買掛金が66百万円減少したこと、短期借入金が50百万円増加したこと、賞与引当金が55

百万円減少したこと等により、前事業年度末比26百万円減少の1,709百万円となりました。

　固定負債は、長期借入金が52百万円減少したこと、役員退職慰労引当金が12百万円減少したこと等により、前事業

年度末比47百万円減少の675百万円となりました。

　純資産は、前事業年度末比14百万円減少の2,261百万円となりました。  

(2）経営成績

　当第２四半期会計期間におけるわが国経済は、輸出や生産は増加しているものの、企業収益の大幅な減少や厳し

い雇用・所得環境が続く等厳しい状況で推移いたしました。

　このような環境の中、自社企画製品は、ＰＯＰ専門サービスの拡充に向け、売場の食材を使った料理方法・メ

ニュー等の動画ＰＯＰの販売強化や、顧客店舗の販売目的を明確にしたカテゴリーごとのＰＯＰの重点販売を推

進いたしました。また、ＷＥＢ受注システムの再構築による顧客の利便性向上に努めました。しかしながら、量販店

の売上不振等により受注が減少し、売上高は364百万円（前年同四半期比8.8％減）となりました。

　別注製品は、食料・飲料メーカー等への消費者向け販促キャンペーンの受注強化を推進し、一定の成果は得てき

ているものの、競争激化や販促費削減の影響を受け催事受注が減少し、売上高は998百万円（前年同四半期比0.5％

増）となりました。

　商品は、一部卸売業からのイベント景品受注の減少等により、売上高は498百万円（前年同四半期比13.3％減）と

なりました。

　以上の結果、売上高は1,861百万円（前年同四半期比5.4％減）となりました。

　一方損益面では、採算重視の受注強化や販売費及び一般管理費の削減に努め、営業利益51百万円（前年同四半期

比38.1％増）、経常利益49百万円（前年同四半期比38.0％増）、四半期純利益20百万円（前年同四半期比15.7％

増）となりました。

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、第１四半期会計期間末より75

百万円減少し、当四半期会計期間末の残高は366百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要

因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期会計期間において、営業活動の結果得られた資金は72百万円（前年同四半期は42百万円の使用）

となりました。これは、税引前四半期純利益49百万円を獲得したこと、売上債権の減少額153百万円、たな卸資産

の減少額78百万円、仕入債務の減少額140百万円及びその他の負債の減少額106百万円があったこと等によるも

のです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期会計期間において、投資活動の結果使用した資金は41百万円（前年同四半期比13百万円減）とな

りました。これは、定期預金の増加額 39百万円があったこと等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期会計期間において、財務活動の結果使用した資金は106百万円（前年同四半期比49百万円増）と

なりました。これは、短期借入金の純減少額50百万円、長期借入金の返済による支出36百万円があったこと等に

よるものです。

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5）研究開発活動

　当第２四半期会計期間における研究開発活動の金額は、７百万円であります。

　なお、当第２四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①　株式の総数

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 36,000,000

計 36,000,000

②　発行済株式

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年２月28日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年４月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式   9,154,442 9,154,442
大阪証券取引所

（ＪＡＳＤＡＱ市場）　

単元株式数

1,000株

計 9,154,442 9,154,442 － －

（注）　第２四半期会計期間末現在の上場金融商品取引所は、ジャスダック証券取引所であります。なお、ジャスダック証

券取引所は、平成22年４月１日付で大阪証券取引所と合併しておりますので、同日以降の上場金融商品取引所は、

大阪証券取引所であります。

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年12月１日～　

平成22年２月28日　

　

― 9,154,442 ― 409,796 ― 417,677
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（５）【大株主の状況】

 平成22年２月28日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

 浅野　薫  岡山市南区 2,397,676 26.19

 アルファ社員持株会  岡山市中区桑野709－６ 1,132,600 12.37

 藤井　昌博  岡山市東区 722,574 7.89

 株式会社トマト銀行  岡山市北区番町２丁目３番４号 390,000 4.26

 株式会社南日本銀行  鹿児島県鹿児島市山下町１番１号 364,000 3.97

有限会社アサノコーポレイショ　

ン
 岡山市南区新保1319番地の５ 328,174 3.58

 鈴木　荘平  香川県高松市 199,000 2.17

 株式会社みずほ銀行  東京都千代田区内幸町１丁目１－５ 132,000 1.44

 山陽アルファ株式会社  岡山市北区内山下２丁目５－５ 100,000 1.09

 株式会社中国銀行  岡山市北区丸の内１丁目15－20 99,000 1.08

計 － 5,865,024 64.06

　（注）　当社は自己株式1,100,760株を保有しております。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成22年２月28日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 　　－ － －

議決権制限株式（自己株式等） 　　－ － －

議決権制限株式（その他） 　　－ － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　1,100,000 － 単元株式数1,000株

完全議決権株式（その他） 普通株式　8,006,000 8,006 同上

単元未満株式 普通株式　   48,442 －
１単元（1,000株）未

満の株式

発行済株式総数 9,154,442 － －

総株主の議決権 － 8,006 －

 

②【自己株式等】

 平成22年２月28日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社アルファ
岡山市中区桑野

709番地６
1,100,000 － 1,100,000 12.01

計 － 1,100,000 － 1,100,000 12.01

 

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
９月

10月 11月 12月
平成22年
１月

２月

 　 　 　 　 　 　

最高（円） 177 175 145 169 159 150

 　 　 　 　 　 　

最低（円） 135 142 123 146 145 135

  (注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものです。なお、ジャス

ダック証券取引所は、平成22年４月１日付で大阪証券取引所と合併してお

ります。　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期会計期間（平成20年12月１日から平成21年２月28日まで）及び前第２四半期累計期間（平成20

年９月１日から平成21年２月28日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第２四半期会計期間（平成

21年12月１日から平成22年２月28日まで）及び当第２四半期累計期間（平成21年９月１日から平成22年２月28日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期会計期間（平成20年12月１日から平成21

年２月28日まで）及び前第２四半期累計期間（平成20年９月１日から平成21年２月28日まで）に係る四半期財務諸

表については監査法人トーマツによる四半期レビューを受け、また、当第２四半期会計期間（平成21年12月１日から

平成22年２月28日まで）及び当第２四半期累計期間（平成21年９月１日から平成22年２月28日まで）に係る四半期

財務諸表については有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。　

　なお、有限責任監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日をもって監査法人トーマツか

ら名称変更しております。　

　

３．四半期連結財務諸表について

　四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当社

では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財政状

態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして、四

半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準　　　　  0.2 ％

売上高基準　　　  0.4 ％

利益基準　　 　 △2.0 ％

利益剰余金基準  △0.2 ％
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年２月28日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 851,446 886,628

受取手形及び売掛金 ※2
 1,256,733 1,283,356

商品及び製品 565,921 523,480

仕掛品 19,423 42,536

原材料及び貯蔵品 4,174 2,985

その他 123,361 140,990

貸倒引当金 △8,100 △5,400

流動資産合計 2,812,961 2,874,579

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※1
 287,494

※1
 297,560

土地 934,336 934,336

その他（純額） ※1
 22,278

※1
 24,510

有形固定資産合計 1,244,109 1,256,407

無形固定資産 22,863 14,354

投資その他の資産

その他 569,711 593,761

貸倒引当金 △2,344 △3,403

投資その他の資産合計 567,366 590,357

固定資産合計 1,834,339 1,861,119

資産合計 4,647,300 4,735,699

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,015,791 1,081,933

短期借入金 200,000 150,000

1年内返済予定の長期借入金 110,276 133,506

未払法人税等 38,000 24,100

賞与引当金 43,000 98,800

その他 302,600 247,937

流動負債合計 1,709,667 1,736,277

固定負債

長期借入金 262,972 315,460

退職給付引当金 32,706 23,639

役員退職慰労引当金 366,550 379,326

その他 13,762 4,611

固定負債合計 675,991 723,038

負債合計 2,385,658 2,459,315
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年２月28日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年８月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 409,796 409,796

資本剰余金 417,733 417,733

利益剰余金 1,695,958 1,701,522

自己株式 △262,114 △256,651

株主資本合計 2,261,373 2,272,399

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 268 3,984

評価・換算差額等合計 268 3,984

純資産合計 2,261,641 2,276,383

負債純資産合計 4,647,300 4,735,699
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成20年９月１日
　至　平成21年２月28日)

当第２四半期累計期間
(自　平成21年９月１日
　至　平成22年２月28日)

売上高 4,258,816 3,752,361

売上原価 2,695,333 2,351,671

売上総利益 1,563,482 1,400,690

販売費及び一般管理費 ※
 1,417,940

※
 1,279,042

営業利益 145,542 121,647

営業外収益

受取利息及び配当金 2,319 2,153

助成金収入 － 1,682

その他 3,139 2,102

営業外収益合計 5,459 5,938

営業外費用

支払利息 5,049 4,329

為替差損 2,681 422

投資有価証券評価損 6,266 15,230

その他 13 49

営業外費用合計 14,011 20,033

経常利益 136,989 107,553

特別利益

固定資産売却益 － 150

特別利益合計 － 150

特別損失

固定資産売却損 531 265

固定資産除却損 300 －

特別損失合計 831 265

税引前四半期純利益 136,157 107,438

法人税、住民税及び事業税 11,515 33,575

法人税等調整額 49,607 22,802

法人税等合計 61,122 56,377

四半期純利益 75,035 51,060
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【第２四半期会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期会計期間
(自　平成20年12月１日
　至　平成21年２月28日)

当第２四半期会計期間
(自　平成21年12月１日
　至　平成22年２月28日)

売上高 1,968,373 1,861,357

売上原価 1,245,445 1,176,231

売上総利益 722,927 685,126

販売費及び一般管理費 ※
 685,406

※
 633,297

営業利益 37,521 51,828

営業外収益

受取利息及び配当金 1,318 1,546

助成金収入 － 1,300

その他 2,012 1,384

営業外収益合計 3,330 4,231

営業外費用

支払利息 2,798 2,291

為替差損 17 140

投資有価証券評価損 2,474 4,510

その他 13 49

営業外費用合計 5,303 6,991

経常利益 35,548 49,068

特別利益

固定資産売却益 － 75

貸倒引当金戻入額 － 559

特別利益合計 － 635

特別損失

固定資産除却損 300 －

特別損失合計 300 －

税引前四半期純利益 35,248 49,704

法人税、住民税及び事業税 △34,504 △11,866

法人税等調整額 52,414 41,511

法人税等合計 17,909 29,644

四半期純利益 17,338 20,059
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成20年９月１日
　至　平成21年２月28日)

当第２四半期累計期間
(自　平成21年９月１日
　至　平成22年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 136,157 107,438

減価償却費 16,928 15,928

貸倒引当金の増減額（△は減少） △340 1,641

賞与引当金の増減額（△は減少） △42,000 △55,800

退職給付引当金の増減額（△は減少） △750 9,066

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △75,736 △12,776

受取利息及び受取配当金 △2,319 △2,153

支払利息 5,049 4,329

投資有価証券評価損益（△は益） 6,266 15,230

固定資産売却損益（△は益） 531 114

固定資産除却損 300 －

売上債権の増減額（△は増加） △34,900 27,675

たな卸資産の増減額（△は増加） △73,313 △21,390

仕入債務の増減額（△は減少） △131,124 △66,142

その他の資産の増減額（△は増加） 38,302 △2,902

その他の負債の増減額（△は減少） △3,263 55,116

その他 3,322 350

小計 △156,888 75,726

利息及び配当金の受取額 2,726 2,582

利息の支払額 △5,045 △4,259

法人税等の支払額 22,184 △19,904

営業活動によるキャッシュ・フロー △137,022 54,144

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 77,203 77,400

有形固定資産の取得による支出 △2,167 △3,485

有形固定資産の売却による収入 1,918 1,571

投資有価証券の取得による支出 △14,405 △897

長期貸付金の回収による収入 600 600

従業員に対する長期貸付金の回収による収入 － 1,835

その他 1,873 659

投資活動によるキャッシュ・フロー 65,023 77,683

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 100,000 50,000

リース債務の返済による支出 － △1,293

長期借入れによる収入 100,000 －

長期借入金の返済による支出 △94,770 △75,718

自己株式の取得による支出 △21,720 △5,462

配当金の支払額 △58,220 △56,786

財務活動によるキャッシュ・フロー 25,288 △89,259
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（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成20年９月１日
　至　平成21年２月28日)

当第２四半期累計期間
(自　平成21年９月１日
　至　平成22年２月28日)

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,322 △350

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △50,032 42,218

現金及び現金同等物の期首残高 319,443 324,072

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 269,410

※
 366,290
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

該当事項はありません。

【表示方法の変更】

前第２四半期累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成21年２月28日）

当第２四半期累計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成22年２月28日）

　　　　　　　　　──────　　　　　　　　　 （四半期損益計算書）　　　　　　　　　

　 　前第２四半期累計期間において、営業外収入の「その

他」に含めて表示しておりました「助成金収入」は営業

外収入総額の100分の20を超えたため、当第２四半期累計

期間では区分掲記することとしました。なお、前第２四半

期累計期間の営業外収入の「その他」に含まれる「助成

金収入」は463千円であります。

　

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第２四半期会計期間末
（平成22年２月28日）

前事業年度末
（平成21年８月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、510,045千円であ

ります。

※２　四半期会計期間末日満期手形

四半期会計期間末日満期手形の会計処理について

は、手形交換日をもって決済処理しております。なお、

第２四半期会計期間末日が金融機関の休日であった

ため、次の四半期会計期間末日満期手形が期末残高に

含まれております。

受取手形 20,079千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、503,678千円であ

ります。

　　　　　　　　　 ──────　　　　　　

（四半期損益計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成21年２月28日）

当第２四半期累計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成22年２月28日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給料手当 613,700千円

賞与引当金繰入額 53,480

役員退職慰労引当金繰入額 10,106

退職給付費用 29,642

貸倒引当金繰入額 1,395

給料手当 567,651千円

賞与引当金繰入額 32,680

役員退職慰労引当金繰入額 8,103

退職給付費用 34,746

貸倒引当金繰入額 2,251

前第２四半期会計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年２月28日）

当第２四半期会計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年２月28日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給料手当 280,923千円

賞与引当金繰入額 45,840

役員退職慰労引当金繰入額 4,684

退職給付費用 14,821

貸倒引当金繰入額 1,126

給料手当 270,234千円

賞与引当金繰入額 27,892

役員退職慰労引当金繰入額 3,333

退職給付費用 17,431

　 　

EDINET提出書類

株式会社アルファ(E05083)

四半期報告書

19/24



（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成21年２月28日）

当第２四半期累計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成22年２月28日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年２月28日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 753,469

預入期間が３か月を超える定期預金 △484,059

現金及び現金同等物 269,410

 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年２月28日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 851,446

預入期間が３か月を超える定期預金 △485,156

現金及び現金同等物 366,290

 

（株主資本等関係）

　当第２四半期会計期間末（平成22年２月28日）及び当第２四半期累計期間（自　平成21年９月１日　至　平成22年

２月28日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　9,154,442株　　　　　　

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　1,100,760株　　　　　　

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

　　　　　（1）配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成21年11月27日

定時株主総会
普通株式 56,624 ７  平成21年８月31日 平成21年11月30日利益剰余金

（2）基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後と

なるもの

　　　該当事項はありません。

 

（有価証券関係）

　当第２四半期会計期間末（平成22年２月28日）

　有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動がありません。

 

（デリバティブ取引関係）

　当第２四半期会計期間末（平成22年２月28日）

 該当事項はありません。

（持分法損益等）

　前第２四半期累計期間（自 平成20年９月１日 至 平成21年２月28日）及び当第２四半期累計期間（自 平成21年

９月１日 至 平成22年２月28日）

 該当事項はありません。

　

　前第２四半期会計期間（自 平成20年12月１日 至 平成21年２月28日）及び当第２四半期会計期間（自 平成21年

12月１日 至 平成22年２月28日）

 該当事項はありません。
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（ストック・オプション等関係）

　当第２四半期会計期間（自 平成21年12月１日 至 平成22年２月28日）

 該当事項はありません。

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期会計期間末
（平成22年２月28日）

前事業年度末
（平成21年８月31日）

１株当たり純資産額 280.82円 １株当たり純資産額 281.41円

２．１株当たり四半期純利益金額

前第２四半期累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成21年２月28日）

当第２四半期累計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成22年２月28日）

１株当たり四半期純利益金額 9.20円 １株当たり四半期純利益金額 6.32円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については

潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については

潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成21年２月28日）

当第２四半期累計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成22年２月28日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 75,035 51,060

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 75,035 51,060

期中平均株式数（株） 8,151,640 8,073,948

　

前第２四半期会計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年２月28日）

当第２四半期会計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年２月28日）

１株当たり四半期純利益金額 2.14円 １株当たり四半期純利益金額 2.48円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については

潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については

潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期会計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年２月28日）

当第２四半期会計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年２月28日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 17,338 20,059

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 17,338 20,059

期中平均株式数（株） 8,089,628 8,062,548

　

（重要な後発事象）

　　　該当事項はありません。

（リース取引関係）

　当第２四半期会計期間（自　平成21年12月１日　至　平成22年２月28日）

当第２四半期会計期間末におけるリース取引残高は前事業年度末に比較して著しい変動がありません。　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

   
平成21年３月31日

　

株式会社アルファ  

 取締役会　御中   

 監査法人トーマツ 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 梶浦　和人　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 三宅　昇　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アルファの

平成20年９月１日から平成21年８月31日までの第27期事業年度の第２四半期会計期間（平成20年12月１日から平成21年２

月28日まで）及び第２四半期累計期間（平成20年９月１日から平成21年２月28日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期

財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アルファの平成21年２月28日現在の財政状態、同日をもって終了する第２

四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

   
平成22年３月31日

　

株式会社アルファ  

 取締役会　御中   

 有限責任監査法人トーマツ 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 梶浦　和人　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 三宅　昇　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アルファの

平成21年９月１日から平成22年８月31日までの第28期事業年度の第２四半期会計期間（平成21年12月１日から平成22年２

月28日まで）及び第２四半期累計期間（平成21年９月１日から平成22年２月28日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期

財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アルファの平成22年２月28日現在の財政状態、同日をもって終了する第２

四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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